






要約:HBe 抗原陽性の小児 B 型慢性肝炎 31 例の自然経過、治療効果を検討した。自然経過

では 2年目までに高率に HBe抗原の消失、肝機能の正常化をみた。治療効果はステロイド

離脱療法、IFN 投与、多剤併用療法に認めたが、小柴胡湯投与には認めなかった。肝組織

変化が軽度な症例では、肝機能障害出現後約 2 年間の経過観察で、HBe 抗原消失のない場

合に積極的な治療の対象となり、現時点では治療効果が期待できるのは、ステロイド離脱

療法、IFN、多剤併用療法であると考えられた。


